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　寒くなるにつれて、インフルエンザと新型コロナの同時感染が心配されておりますが、皆さまご健康に

過ごされてみえますでしょうか。最近は、市内の大きなイベントやお祭りも開催できるようになってきて

おり、賑わいも増してきました。一方で、困難を抱えたときに、人に相談しにくくなってきていることを

聞くことがあります。人に支えてもらうことで変わっていくことも多いと思います。少し人を頼ってみる。

少し人を助けてみる。そんな人と人との支え合いを大事にしたいものです。生活する中でお気付きのこと

など、ぜひご意見等、事務所（☎0533-80-1055）までお寄せ下さい。

県
議会議員

愛知県議会議員おおたけりえ Profile

政策面で一番得意な分野は「子育て支援」。子育てを社会で支えられるよう充実に向けて活動しています！

福祉の充実、次世代に負担を先送りしない行政改革も得意分野です。皆さまのお声を拾えるよう、地域活動を

しっかり行っていますので、おおたけ本人を見かけた際には、ぜひお声をかけてください！

詳しくは HP をご覧ください。↓

お互いに支え合い、助け合える地域に！

県議会県民環境委員長、新政あいち県議団総務副会長として

　今年度は、県民環境委員長を拝命し、

①サーキュラーエコノミーの推進

（ファッション、太陽光パネルの再利

用、木質バイオマス発電）、②アールブ

リュット美術の推進、③中小企業の男

女賃金格差の解消、④グリーン水素エ

ネルギーの推進、に向けて調査研究と

施策推進に取り組んでいます。

　わが会派「新政あいち県議団」では

総務副会長を拝命し、様々な団体や個

人の方々からの要望の窓口となって、

ご意見を伺い、陳情、請願、国への意

見書提出の取りまとめなどを行ってお

ります。

　今後も与えられた職責以上の活動が

できますよう、精進してまいります！

　サーキュラーファッション調査視察

　アールブリュット常設展調査視察

　グリーン水素プラント調査視察

　要望ヒアリングと要望書受け取り

　要望にみえた団体との意見交換

　要望ヒアリングと要望書受け取り

☆Instagram↑
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債務負担行為 16億 8975万円

9~10 月の定例会で 1,022 億 17 万円の補正予算が成立。内容についてご報告致します（ＱＲコー

ドから詳細情報がご覧頂けます）。ご不明な点等ございましたら、愛知県ホームページをご確認

頂くか、おおたけりえ事務所（☎0533-80-1055）までお問い合わせください。

新型コロナ感染症拡大防止の
ため引き続き医療体制確保

450億 9321万円

中小企業者へ資金繰り支援

  売上原価の上昇により収益が悪化している中小

企業者を対象とした融資制度「経済環境適応資金・

サポート資金（経済対策特別）」に県が信用保証

料を補助する「原油・原材料高緊急対応枠」を

2023 年 3 月 31 日まで延長し資金繰り支援を強化。

学校・保育所等の給食費、

民間保育所等・県立学校・私立学校給食食材費等

について補助（1 人あたり 1 食 40 円）。幼稚園等

のスクールバス燃料費補助（バス 1 台あたり

12,000円/月）。期間：2022年10月～2023年3月。

燃油高騰社会福祉・医療機関支援

  社会福祉施設・医療機関に対し、サービス

提供のために使用する車両の燃料費を支援（交

付額：通所系サービス事業所 17,000 円、通所系サービス事

業所以外 10,000 円、保育所・こども園・地域型保育事業所

7,200 円、透析患者送迎医療機関 48,000 円、訪問診療医療

機関 10,000 円）。期限：2022 年 10 月～ 2023 年 3 月まで。

10億 4543万円

燃油・肥料・飼料価格高騰の

56億 6615万円
  物価高騰の影響を受ける農業者、施設園芸

農業者、畜産農家、食肉流通センター、漁業・

養殖業・林業・乾燥施設を有する木材加工業

者等の負担軽減をはかるため、支援金を交付。

燃油高騰公共交通事業者・

  燃油価格高騰の影響を受け、厳しい状況にある公

共交通事業者（バス、鉄軌道、タクシー、定期航路

貨物自動車運送事業者）・貨物自動車運送事業者に対

し、支援金を交付。期間：2022 年 10 月～ 2023 年 3 月。

7億 9427万円

☆愛知県 HP↓

（既決 372 億 7821 万円→補正後 823 億 7143 万円）

 医療機関における防護服・空気清浄機等の整備

に要する経費支援。超音波画像診断装置等整備支

援。軽症者宿泊施設運営費。自宅療養者配食サー

オミクロン株対応ワクチン
県の大規模接種会場期間延長

3億 2293万円
（既決 28億 4947 万円→補正後 31 億 7240 万円）

オミクロン株対応ワクチン
接種医療機関の支援

介護・福祉事業所等サービス継続支援

スクールバス燃料費を支援

（既決 11 億 1644 万円→補正後 21 億 6187 万円）

インフルエンザワクチン接種助成

県の大規模接種会場（藤田医科大学岡崎

医療センター等5か所）の開設期間を延長。

25億 9710万円
（既決 100 億 4442 万円→補正後 126 億 4153 万円）

高齢者・しょうがい者施設の利用者、従事者及び在宅

の要介護者等へオミクロン対応ワクチンの巡回接種を

行う医療機関に対して県独自の支援金を交付。一定回

数以上の接種を行う医療機関に対して交付金を交付。

33億 9892万円
（既決 6億 2336 万円→補正後 40 億 2229 万円）

感染者又は濃厚接触者が発生した介護事

業所等及び応援職員の派遣を行った介護

事業所等にサービス継続に必要な費用や

緊急時の人材確保支援を行う費用を補助。

（既決７億 5791 万円→補正後 15 億 5219 万円）

（既決 37 億 1465 万円→補正後 93 億 8081 万円）
（外に債務負担行為 1億 2130 万円）

12億 7981万円
（既決 22億 3174 万円→補正後 35 億 1155 万円）

貨物自動車運送事業者支援

19億 3184万円
希望する高齢者にインフルエンザワクチン接種

を推進することで、重症患者の発生を抑える。

対象：①65 歳以上の方②60 歳以上 65 歳未満で特

定の疾患を有する方。補助先：市町村。補助額：

10/10( 自己負担分が無料になります )。

☆愛知県 HP↑

☆愛知県 HP↑

☆豊川市 HP→

影響を受ける農林漁業者支援

←☆愛知県 HP

ビス費。医療費本人負担分公費負担。自宅療養者への往診や訪

問を行う医療機関・訪問介護ステーションへの支援。PCR 検査機

関の次世代シークエンサー等整備支援。相談窓口設置事業費。

☆医療機関↑

☆保育所等↑ ☆福祉事業所↑

☆介護事業所↑

☆介護事業所↑ ☆福祉事業所↑



高等学校等奨学給付金の拡充11

あいちエコアクションポイント

家計急変により県民税及び市町村民税所得割額が非課税と認め

られる世帯に対し、給付金支給額に 10000 円を加算して支給。

期間：2022 年 4 月～ 2023 年 3 月。（問い合わせ先：公立：県教委 

高等学校教育課☎052-954-6785　私立：県私学振興室☎052-954-7477）

庁舎等運営費・指定管理者支援

  燃料価格高騰の影響を受ける庁舎・県立

学校・警察署・県立病院・浄水場や指定管

理者が管理する公の施設の光熱費（電気・

54億 900万円

愛知県子育て世帯臨時特別給付金

光熱費高騰の私立学校支援

1億 9138万円
（既決 25億 2450 万円→補正後 27 億 1588 万円）

光熱費高騰の社会福祉施設支援

光熱費高騰の医療機関支援

光熱費高騰の土地改良区等支援

食材費高騰の子ども食堂支援

ホテル等のリノベーション支援

農業分野の先駆的研究開発

を発行し、環境配慮促進

2985万円（新規）
  グリーン購入、プラスチック製カトラリー類の辞

退、クリーニングハンガーの返却、飲食店での食べ

残しゼロ、フードバンク等への寄付などに対し愛知

県独自のポイントを発行（スマホで QR コードを読

取）。貯めると商品があたる抽選に参加できる。

2023 年 2 月から予定。

（うち企業会計 26 億円）

95億 3626万円（新規）
  食費等の物価高騰の影響を受ける子育て支援世帯

を支援。実施主体：市町村（県の補助事業として実施）。

基準日（2022 年 8 月 31 日）に愛知県内に居住する

2022 年 9 月分児童手当受給者。児童１人あたり

10000 円。支給時期：2022 年 12 月以降。
☆愛知県 HP↑

5億 3734万円（新規）
  私立学校が学校経営のために要する光熱費

（電気・ガス料金）について価格高騰によるか

かり増し費用を補助。対象：幼稚園、小・中・

52億 8608万円（新規）
  保育所・認定こども園・家庭的保育事業所・小規

模保育事業所・事業所内保育事業所・認可外保育施

設・介護事業所・しょうがい福祉サービス事業所・

児童養護施設・保護施設等の光熱費（電気・ガス料

金）について補助。対象期間：2022 年 4 月～ 2023

年 3月。補助額：保育所等定員1人あたり3600円（定

額）、延長保育加算 360 円。通所系サービス事業所・

定員 1人あたり 10000 円（定額）、通所系サービス

事業所以外・定員 1人あたり 30000 円（定額）。

（問い合わせ先：県福祉部福祉総務課☎052-954-6258）

40億 6076万円（新規）
  県内の病院、有床・無床診療所、歯科診療所、薬局、

助産所等の光熱費（電気・ガス料金）を補助。対象期

間：2022 年 4 月～ 2023 年 3 月。補助額：病院・有床

診療所 1床あたり 40000 円（定額）、無床診療所、歯

科診療所、薬局、助産所 1施設あたり 100000 円（定額）。

1億 776万円（新規）
  土地改良区、水利組合が管理する用水機場、その他

付帯施設（除塵機、電動ゲート、電動弁等）の電気料

金上昇分を補助。対象期間：2022 年 4 月～ 2023 年 3 月。

1872万円（新規）
  食材費高騰の影響を受けながらも子どもた

ちに居場所や食事を提供している子ども食堂

に対し補助し、活動を支援。週 1回以上開催

100000 円、週 1回未満開催 50000 円。

  ワーケーションスペースやサテライトオフィ

スの設置など、収益力を向上させる改修に伴う

工事費・設計費等を補助。補助率：中小企業 2/3

（その他企業 1/2）。補助上限額：1億円。（問い

合わせ先：県観光振興課　☎052-954-6854）

5355万円

決することを目指して、スタートアップから新た

な技術提案を募集。提案の中から早期社会実装の

可能性が高い技術を選定し、共同研究を先行実施。

10億 700万円（新規）

☆愛知県 HP↑
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  物価高騰に対応するため、生活保護世帯・県

民税及び市町村民税所得割額が非課税の世帯・

  高等学校、中等教育学校、専修学校、各種学校の設置者。期間：

2022 年 4 月～ 2023 年 3 月。補助額：2021 年度からの増額分。

☆愛知県 HP↑

ガス・燃料費）について、施設運営に支障が生じるこ

とのないよう運営費の増額や指定管理料の支援を行う。

  あいち農業イノベーションプロジェクトでは、

農業総合試験場と大学、スタートアップとの連携

によりイノベーションを創出し、農業の課題を解

☆保育所等↑



【契約や再委託のチェック体制確認】

～愛知県議会　一般会計決算特別委員会の一員として、審議を行いました。～

決算審議では、税金の使われ方をチェックします

1060 件の要望のうち実施事案は

385 件（36%）。5年間で約 4割の増

額を図ってきた。試算では、2029

年度までの 10 年間は年平均 110 億

円。2030 年度からの 20 年間は年平

均 150 億円。施設総量の適正化を図

り、事業費を縮減していきたい。

【県立高校長寿命化計画について】

【特別支援教育の専門性向上について】

特別支援学級在籍者数は 10 年間で約 1.9 倍

（県内の公立小中学校）。免許状の取得を推

進したい。まずは市町村教育委員会の担当

者が集まる会議で取得を促していく。合わ

　　　せて、特別支援学級を初めて担当す

　　　る教員向け・経験者向けの研修共に、

　　　より実践的な内容に工夫したい。

【遊休農地対策の取り組みについて】

本県の遊休農地の現状は 2443ha（2021 年 3

月）でほぼ横ばい。遊休農地解消は重要な

課題であり積極的に取り組む。農地は個人の財産

であり地権者の納得が前提であり、地域の話し合

いが必要不可欠。時間をかけてやっていくことが

多くなる。広域マッチングは新規就農者

や半農半 Xも含め、農地中間管理機構と

協議をしながら方向性を検討していく。

愛知県内の農業を主な仕事としている方の

平均年齢は 67.19 歳（2020 年農林業センサ
ス）。事業承継や農地の利活用は早急に加速

して取り組むべき。また、県として広域的

なマッチングの取り組みも強化すべきでは。

県立学校は建物が古くて「魅力を感じな

い」という声がある。各学校の修繕要望

数と対応できた数、修繕費増額の検討は。
また、長寿命化計画における 2040 年代の事業費

は負担可能と考えているか。高校再編で機能強化

に合わせて施設集約化等、将来負担を抑えては。

特別支援学級在籍者数は年々増加してお

り、専門知識のある教員養成は急務。現

在の特別支援学級担任の 3/4 が特別支援学校教諭

等免許状を保有していない状況をどう考えるか。

担任になる前に研修を受けられるよう改善を。
再委託は、企画提案時点で再委託先も含め

た事業提案書を求め、選定委員会で審査。

事業者決定後、改めて再委託範囲、必要性、

契約予定金額等、書面提出。さらに指名審

査会において再委託を行う合理的理由、業

務を行う能力などを審査し、承認。契約後

においては実績報告書で確認を実施した。

国や他の自治体で再委託先にまつわる問題

が出てきている。コロナ対策協力金・応援

金・あいスタ認証・資機材配布事業は、ス

ピードが重視された事業だが、契約や再委

託のチェックをどのように行ったか。

YouTube で議会報告！！
私たち県議会議員に、皆さまの声を届け

てほしい！そんな想いの詰まった動画で

す！わが会派、「新政あいち県議団」みん

なで YouTube 議会報告に取り組んでいま

す。ぜひご覧下さい。（←QRコードより）

（※YouTube で「新政あいち県議団」で検索して下さい！）


